
令和7 年 7 月 1 日

13 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・私達はニーズに応える事で利用者様、ご家族様が楽しみに利用して頂けるよう努めます
・多職種と連携を大切にし共に学習を深め、根拠に元づいた支援を行っていきます

事業所名 わくまるやまな園（放課後等デイサービス） 作成日支援プログラム（様式）

・一人ひとりの特性に応じた、視覚　聴覚　触覚　固有感覚等十分に活用し支援する

・生活の中で必要な言葉　絵　写真　玩具等でその場に応じた言葉が覚えられる様数多く声掛けをしながら支援する

・話す　聞く　触れる等のコミュニケーションを通して人との関係　身近な人との関係を築けるように支援する
・表情　視線　発声　身体の動きなどの反応を捉え、コミュニケーションを図る

支援方針
・安心して過ごせる場所を整え、本人の成長に寄り添い運動機能の発達や、保護者の意向を取り入れ支援する
・ニーズに答えることで、利用者様　ご家族様が楽しみに利用して頂けるよう支援していく

営業時間（授業終了後） 送迎実施の有無

営業時間（学校休業時） 送迎実施の有無

主な行事等 ・季節行事・園外（学習）行事・年二回避難訓練

家族支援
・話会いの機会を作り、本児の様子の説明と、困りごと等改善出来るよう対応
する

移行支援
・各関係個所の職員と連携を図りながら今後どのような所の利用が良いの
か、健康面や　生活面を考えながら改善できる様に支援する

地域支援・地域連携 ・地域の福祉施設や介護サービス機関と情報共有しながら連携し協力して行く 職員の質の向上
・重症心身障害児や医療的ケア児の特性、発達、健康管理等について研修
に参加し職員の専門性の向上を図る

支　援　内　容

・心身の状態をきめ細やかに確認（障害の特性及び発達の過程の配慮、小さなサインでも異変に築ける様に）し支援する
・利用者様の将来を見据えながら、日常生活動作の習得に向けて支援する

・遊びの中に様々な素材、題材を入れ様々な感覚を楽しく経験出来るようにサポ－としながら支援する
・体力や発達段階に合わせて、伸び伸びと十分に体を動かす事が出来るように支援していく

本
人
支
援


